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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 109,139 △1.2 20,648 △11.5 21,632 △8.3 15,419 △9.4

2025年３月期中間期 110,478 8.5 23,321 16.3 23,592 5.9 17,016 4.2

（注）包括利益 2026年３月期中間期 19,226百万円（3.9％） 2025年３月期中間期 18,504百万円（△11.5％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 66.60 －

2025年３月期中間期 71.39 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期中間期 377,588 283,149 74.7

2025年３月期 357,196 279,550 78.0

（参考）自己資本 2026年３月期中間期 282,148百万円 2025年３月期 278,527百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 21.00 － 24.00 45.00

2026年３月期 － 26.00

2026年３月期（予想） － 26.00 52.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 258,400 8.4 46,000 1.5 48,300 3.7 38,200 4.7 166.18

１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期中間期 236,524,128株 2025年３月期 236,524,128株

②  期末自己株式数 2026年３月期中間期 6,693,273株 2025年３月期 2,991,799株

③  期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 231,531,395株 2025年３月期中間期 238,337,718株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注)詳細は、添付資料８ページ「２．中間連結財務諸表及び主な注記　(３)中間連結財務諸表に関する注記事項
（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

(注)当社は、2020年３月期より「株式給付信託（BBT）」を導入しており、当該信託が保有する当社株式を期末自
己株式数および期中平均株式数の算定上控除する自己株式に含めております。

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士または監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々

な要因により異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等につ

いては、添付資料３ページの「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くだ

さい。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

　当中間期は、米国の通商政策の影響により、景気の下振れリスクおよび政策の不確実性が増大し、世界経済の見

通しは悪化しました。ウクライナ危機の長期化、中東情勢の緊迫化、原燃料価格の高止まり、金融資本市場変動等

の影響の懸念もあり、依然として先行き不透明な状況が継続しました。国内においては、米国の通商政策による影

響が自動車産業を中心にみられるものの、個人消費は持ち直してきており、景気は緩やかな回復傾向が続きまし

た。

　当社グループを取り巻く事業環境は、国内の景気は緩やかに回復しているものの、原燃料価格の高止まりや米国

の関税措置の影響による下振れリスクが懸念される状況にありました。

　このような事業環境下、当社グループは2025年度を最終年度とする３ヵ年計画「２０２５中期経営計画」におい

て、「実践と躍進」を基本方針として掲げ、課題である「市場の変化を捉えた事業拡大」「新製品・新技術開発の

加速」「生産性の向上」「安全・安心の追求」「ＣＳＲの推進」に取り組み、新市場開拓と拡販ならびに生産コス

トの低減に努め、持続的成長に向けた経営努力を積み重ねてまいりました。

　「市場の変化を捉えた事業拡大」に関しては、「ライフ・ヘルスケア」「環境・エネルギー」「電子・情報」の

３分野を中心に事業領域の拡大を図り、ソリューションビジネスモデルへの転換を進めております。また、今年度

は、成長が見込まれるエレクトロニクス分野における次世代素材や技術の開発を募集する「産学委託研究型オープ

ンイノベーションプログラム２０２５」を実施し、持続可能な社会や今後のあるべき化学産業の実現に向けて貢献

し、「新製品・新技術の開発の加速」を推進してまいります。

　これらの結果、当中間期の売上高は、109,139百万円と前年同期比1.2％の減収となりました。営業利益は、

20,648百万円と前年同期比11.5％の減益、経常利益は、21,632百万円と前年同期比8.3％の減益、親会社株主に帰

属する中間純利益は、15,419百万円と前年同期比9.4％の減益となりました。

　セグメント別の業績は次のとおりであります。

①機能化学品事業

　脂肪酸誘導体は、アジアにおける環境エネルギー関連の出荷が低調に推移し、売上高は減少しました。

　界面活性剤は、トイレタリー関連の出荷が低調に推移し、売上高は減少しました。

　エチレンオキサイド・プロピレンオキサイド誘導体は、合成樹脂・樹脂加工向けの需要が低調に推移し、売上高

は減少しました。

　有機過酸化物は、国内およびアジアでの需要が低調に推移し、売上高は減少しました。

　特殊防錆処理剤は、国内外の需要が堅調に推移し、売上高は増加しました。

　これらの結果、機能化学品事業の売上高は、69,094百万円（前年同期比8.4％減）、営業利益は、12,349百万円

（前年同期比23.0％減）となりました。

②医薬・医療・健康事業

　食用加工油脂・食品機能材は、製パン・製菓・加工食品向けの需要が落ち着いたものの、適正価格の維持に努

め、売上高は増加しました。

　健康関連製品は、健康食品向けの出荷が増加し、売上高は増加しました。

　生体適合性素材は、ＭＰＣ（２-メタクリロイルオキシエチルホスホリルコリン）関連製品の出荷が減少し、売

上高は減少しました。

　ＤＤＳ（ドラッグ・デリバリー・システム：薬物送達システム）医薬用製剤原料は、需要・出荷が底堅く、売上

高は前期並みとなりました。

　これらの結果、医薬・医療・健康事業の売上高は、24,999百万円（前年同期比8.5％増）、営業利益は、8,360百

万円（前年同期比3.4％増）となりました。

- 2 -

日油株式会社（4403）2026年３月期　第２四半期（中間期）決算短信



③化薬事業

　産業用爆薬類は、売上高は増加しました。

　宇宙関連製品は、ロケット向け製品の出荷が増え、売上高は増加しました。

　防衛関連製品は、売上高は増加しました。

　機能製品は、売上高は前期並みとなりました。

　これらの結果、化薬事業の売上高は、14,722百万円（前年同期比26.1％増）、営業利益は、1,292百万円（前年

同期比77.8％増）となりました。

④その他の事業

　その他の事業は、運送事業および不動産事業から構成されております。その売上高は、322百万円（前年同期比

6.4％増）、営業利益は、235百万円（前年同期比29.0％増）となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

　当中間期末の総資産は、前期末に比べ20,392百万円増加し、377,588百万円となりました。

　資産の増減の主な内容は、現金及び預金の増加4,668百万円、売上債権の減少9,135百万円、棚卸資産の増加

9,263百万円、有形固定資産の増加8,444百万円、投資有価証券の増加7,399百万円等であります。

　負債は、前期末に比べ16,793百万円増加し、94,439百万円となりました。

　負債の増減の主な内容は、買入債務の減少1,154百万円、流動負債のその他に含まれる前受金の増加15,676百万

円、法人税の納付等による未払法人税等の減少1,058百万円等であります。

　純資産は、前期末に比べ3,599百万円増加し、283,149百万円となりました。

　純資産の増減の主な内容は、親会社株主に帰属する中間純利益15,419百万円、自己株式の取得等による減少

10,001百万円、為替換算調整勘定の減少1,250百万円、剰余金の配当による減少5,607百万円、その他有価証券評価

差額金の増加5,227百万円等であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　最近の業績動向を踏まえ、2025年５月９日に公表しました2026年３月期の連結業績予想を修正しております。

　具体的な内容については、本日（11月６日）公表しております「2026年３月期通期の連結業績予想修正並びに剰

余金の配当（中間配当）及び期末配当予想修正に関するお知らせ」をご参照下さい。

　なお、業績予想につきましては、本資料の発表日において入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、

実際の業績は、今後の様々な要因によって予想と異なる可能性があります。

（４）研究開発活動

　当中間連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、4,013百万円であります。

　なお、当中間連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

（５）主要な設備

　当中間連結会計期間におけるグループ全体の設備投資額は、13,980百万円であります。

　なお、当中間連結会計期間において、当社グループの主要な設備、設備計画に著しい変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 87,064 91,733

受取手形、売掛金及び契約資産 59,238 49,842

電子記録債権 3,561 3,821

商品及び製品 28,419 32,182

仕掛品 6,722 10,792

原材料及び貯蔵品 22,185 23,616

その他 4,992 5,185

貸倒引当金 △206 △202

流動資産合計 211,978 216,973

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 28,483 28,026

土地 20,343 20,421

その他（純額） 36,241 45,066

有形固定資産合計 85,069 93,514

無形固定資産

その他 1,950 1,805

無形固定資産合計 1,950 1,805

投資その他の資産

投資有価証券 41,864 49,263

退職給付に係る資産 9,557 9,608

その他 6,928 6,494

貸倒引当金 △151 △70

投資その他の資産合計 58,198 65,296

固定資産合計 145,218 160,615

資産合計 357,196 377,588

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 22,305 21,436

電子記録債務 1,580 1,295

短期借入金 1,490 1,494

１年内返済予定の長期借入金 816 289

未払法人税等 7,682 6,623

賞与引当金 3,915 4,031

その他 20,533 37,650

流動負債合計 58,325 72,821

固定負債

長期借入金 2,008 2,494

退職給付に係る負債 4,976 3,624

その他 12,336 15,498

固定負債合計 19,321 21,617

負債合計 77,646 94,439

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 17,742 17,742

資本剰余金 15,058 15,058

利益剰余金 220,195 230,007

自己株式 △6,271 △16,272

株主資本合計 246,724 246,535

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 21,072 26,299

為替換算調整勘定 6,437 5,186

退職給付に係る調整累計額 4,294 4,127

その他の包括利益累計額合計 31,803 35,613

非支配株主持分 1,022 1,000

純資産合計 279,550 283,149

負債純資産合計 357,196 377,588
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)

売上高 110,478 109,139

売上原価 67,968 68,181

売上総利益 42,510 40,957

販売費及び一般管理費 19,188 20,309

営業利益 23,321 20,648

営業外収益

受取利息 219 217

受取配当金 624 617

為替差益 － 178

その他 378 311

営業外収益合計 1,222 1,324

営業外費用

支払利息 65 68

不動産賃貸費用 37 37

固定資産撤去費用 92 119

為替差損 635 －

その他 120 114

営業外費用合計 951 340

経常利益 23,592 21,632

特別利益

固定資産売却益 442 4

投資有価証券売却益 119 316

受取補償金 220 －

退職給付制度改定益 － 58

その他 1 －

特別利益合計 784 379

特別損失

固定資産除却損 21 111

固定資産圧縮損 1 －

特別損失合計 23 111

税金等調整前中間純利益 24,353 21,899

法人税等 7,305 6,456

中間純利益 17,047 15,442

非支配株主に帰属する中間純利益 31 23

親会社株主に帰属する中間純利益 17,016 15,419

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)

中間純利益 17,047 15,442

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,540 5,230

為替換算調整勘定 3,074 △1,279

退職給付に係る調整額 △77 △166

その他の包括利益合計 1,456 3,783

中間包括利益 18,504 19,226

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 18,436 19,229

非支配株主に係る中間包括利益 67 △3

（中間連結包括利益計算書）
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（３）中間連結財務諸表に関する注記事項

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、主として当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる会社については、法定

実効税率を使用して計算した金額を計上しております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他

(注)１
合計

調整額
(注)２

中間連結損
益計算書計

上額
(注)３

機能化学
品事業

医薬・医
療・健康

事業
化薬事業 計

売上高

(1)外部顧客への売上高 75,457 23,046 11,671 110,174 303 110,478 － 110,478

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
2,032 543 4 2,581 4,357 6,939 △6,939 －

計 77,490 23,590 11,675 112,756 4,661 117,417 △6,939 110,478

セグメント利益 16,041 8,082 727 24,851 182 25,033 △1,712 23,321

（単位：百万円）

報告セグメント

その他

(注)１
合計

調整額
(注)２

中間連結損
益計算書計

上額
(注)３

機能化学
品事業

医薬・医
療・健康

事業
化薬事業 計

売上高

(1)外部顧客への売上高 69,094 24,999 14,722 108,816 322 109,139 － 109,139

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
2,437 480 6 2,925 4,671 7,596 △7,596 －

計 71,532 25,480 14,728 111,741 4,994 116,736 △7,596 109,139

セグメント利益 12,349 8,360 1,292 22,003 235 22,238 △1,590 20,648

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

          １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送、不動産販売およ

び管理業務等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△1,712百万円には、セグメント間取引消去△74百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△1,638百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

          １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送、不動産販売およ

び管理業務等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△1,590百万円には、セグメント間取引消去△40百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△1,550百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

　前中間連結会計期間
（自  2024年４月１日

　　至  2024年９月30日）

　当中間連結会計期間
（自  2025年４月１日

　　至  2025年９月30日）

減価償却費 3,427百万円 4,694百万円

（中間連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当中間連結会計期間における中間連結キャッシュ・フロー計算書に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産

に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
機能化学品

事業
医薬・医療
・健康事業

化薬事業 計

売上高

日本 51,704 10,344 11,617 73,666 249 73,915

アジア 17,759 1,035 39 18,834 54 18,888

欧州 3,577 7,403 7 10,988 － 10,988

その他 2,415 4,263 6 6,685 － 6,685

外部顧客への売上高 75,457 23,046 11,671 110,174 303 110,478

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
機能化学品

事業
医薬・医療
・健康事業

化薬事業 計

売上高

日本 47,306 11,235 14,657 73,199 259 73,458

アジア 15,688 1,199 41 16,929 63 16,993

欧州 3,488 5,408 22 8,918 － 8,918

その他 2,610 7,157 0 9,768 － 9,768

外部顧客への売上高 69,094 24,999 14,722 108,816 322 109,139

（収益認識関係）

　当社グループの売上高は、主に顧客との契約から認識された収益であり、当社グループの報告セグメントを地域別

に分解した場合の内訳は、以下のとおりであります。

前中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送、不動産販売および管理業

務等を含んでおります。

２．売上高は、そのほとんどが顧客との契約から認識した収益であり、その他の源泉から認識した収益に重要性

はないため区分して記載しておりません。

当中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送、不動産販売および管理業

務等を含んでおります。

２．売上高は、そのほとんどが顧客との契約から認識した収益であり、その他の源泉から認識した収益に重要性

はないため区分して記載しておりません。
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（重要な後発事象の注記）

自己株式の取得

　当社は、2025年11月６日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同

法第156条の規定に基づく自己株式取得に係る事項を決議いたしました。

１．自己株式の取得を行う理由

　当社は株主の皆様への安定的な利益還元を経営の重要な課題と認識しております。

　2023年５月に公表した中期経営計画「NOF VISION 2030 Stage Ⅱ」（2023～2025年度）における配当政策に

ついては、安定的な利益還元の維持継続を基本方針とし、現中期経営計画最終年度（2025年度）において総還

元性向50％程度の目標水準を掲げております。この基本方針に基づき、自己株式取得を実施することといたし

ました。

２．取得に係る取締役会の決議内容

（１）取得対象株式の種類　　　　当社普通株式

（２）取得し得る株式の総数　　　2,000,000株（上限）

（３）株式の取得価額の総額　　　5,000,000,000円（上限）

（４）取得期間　　　　　　　　　2025年11月７日より2025年12月31日まで

（５）取得方法　　　　　　　　　①東京証券取引所における市場買付け

②東京証券取引所の自己株式立会外買付取引

（ＴｏＳＴＮｅＴ－３）による買付け

- 12 -

日油株式会社（4403）2026年３月期　第２四半期（中間期）決算短信


